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23. ATonofluoroacetanilideSの昆虫体 における酵素的加水分解★ 安東和彦 ･中村利家 (三共

株式公托凸51Tii研究所)41.10.22受理

Monofluoroacetanilidesの殺虫作用横手.Vについて検討した析兜,昆虫に対しても温血動物に対す

ると同様に作用することがわかった. すなわちまず僻累的加水分脈 によってモノフルオロ酢概と相

当するアニ))ン類を生じ, 生じたモノフルオロ斬慨が申FJのTl,i閃となると考えられる. さらにこの

加水分解耶窮は昆虫と況血動物とではかなりその性TZを只にし, 殊に昆虫 のそれは況血動物のそれ

よりもDipterex,triphenylphosphateなどの阻Pf剤の彫坪を受けにくいということがわかった.

1. 緒 白

Monofluoroacetanilidesは強い殺虫作FT]を持つフ

ッ素化合物であり2), 特に吸汁口を持つ昆虫およびハ

ダニ類に対して優れた効力を有することが知られてい

る7). これら化合物の温血動物体における招性発現機

抑 こついては,叔近巾村らにより一速の研究が行なわ

れた.すなわち monofluoroacetanilidesは氾血動物

体内ではまず和讃的加水分解を受けてモノフルオロ酢

概と相当するア二.)ン類を生じ, これが招性発現の郡

一段耶となると考えられるり○). この加水分解酔素は

Fluoroacetanilidesamidohydrolase (以下 Fluoro･

acetanilidaseと略称する)と仮称され, マウスおよ

びニワトー)肝臓の耐熱 こついてその謂性質が明らかに

されている1り 2'･さらにfluor?acetanilidase阻害剤13'

をもちいての招性柁滅およびその場合の殺虫効力-の

彫響について興味ある郡実が見出された川.温血動物

体内ではかくして生 じたモノフルオロ酢慨は,既に

Petersらによって明らかにされているように fluoro･

Citrateに生合成され,これがTCA-cycle巾の aconi･

taseをPfl告することにより中指作IT]を起こすもので

あ().その結果巾汚した動物体内には多流のクエン慨

のLHifl'tがみられるということが知られているl･18･ll･17)

モノフルオロ酢酸誘導体の昆虫に対する殺虫作用横

柄についてはこれまでにあまり検討が行なわれていな

*本研究の内容は1966咋3月31日,昭和41年度日本応

用動物昆虫学会大会 (京都)にわいて発表された.

いが.MatsumllraandO'Brien8)は monofluoro･

acetamideI5よび Na-fluoroacetateで申了uしたイエ

バエ,ワモンゴキプ.)の作円にはやはl)多爪のクエン

酸の荊朋がみられることを明らかにしてか ,), モノフ

ルオロ酢概誘中経の殺虫作IT7ほ兆I4:(伽こは氾血動物に

対するYr･:mと変わらないものであることを示唆してい

る.また同時にワモンゴキプT)およびマウスホモジネ

ー トの monOiluoroacetamideの加水分解活性を比較

gtrJ定して,過払は性の何点からの考究も試みている.

二才者らは mOnOfluoroacetanilidesの殺虫作用機構

を究明する目的でまづ掲出体 におけ る fluoroacet･

anilidaseの存在および巾Fj後のクエン恨市税の有純を

確認し,monofluoroacetanilidesは昆虫体において

も酵素的加水分解を受け,温血動物におけると同様に

毒作用を発現すると考えられることを明らかにした.

さらに特に選択毒性の観点か ら昆虫の fluoroacet･

anilidaseと温血動物のそれについて若干の比恨検討

を試み弼味ある結果を柑たのでここに招門する.

2. 乗 鞍 材 料

(1) ti宅.W化合物

monoLluoroacetanilide(FAn):m.p.74.0-74.5

oC.純度 F-伯換卯99.0%,および monofluoroaceto

-♪-bromoanilide(どBA):m.p.136.5-137.OoC,

純度 F-低換算99.2%,の2種類を使用した.いずれ

もダイキン工業 (秩)より提供を受けた.酵素阻告剤

としてもちいたdimethyl(2,2,2-trichlor0-1-hydro･
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Ⅹyethyl)pbosphonate(Dipterex)はメタノール再結

晶 (m.p.78.0-78.5°C)を,triphenylphospbate

(TPP)は試薬 (半井化学KK聾法)をそのままもちいた.

(2) 供試昆虫

a.アプラムシ

モモコフキアブラムシ (Mealyplum aphid:Hy･

aloL)teyusal･undL'nfsFabricius)お よび ムギヒゲナ

ガアプラムシ(Japanesegrainaphid:Macl･OSl'j･hum

bvcnacakebiaeShinji)の2種祝を供試した.いずれ

も滋斑県野洲郡野洲町において,前者はモモの柴に,

後者はイネの幼椿に寄生している野外災団を採任した

ものである.

b.クワコナカイガラムシ(Comstockmealybug

:PseudococcuscomstockiKuwana)

当研究所内の25oCの恒温飼育室内で カボチャの果

実をもちいて累代飼育している柴田より.ふ化後約30

日を経過した産卵前の雌成虫を選んで供試した.

C.イエバェ (Housefly:Muscado桝CSLfca

vicLnaMacquart)

DKM (伝研)系,1955年 以来当研究所で累代飼育

しているもので,幼虫期には実験動物用問型飼料 (オ

.)エンタル酵母KK鮎)を粉砕したものとふすまと水

を2:3:5の割合で混合した培地をもちい,成虫期に

は2,%砂地水とペプトンを与えて25oC下で飼育したも

のの羽化後3-4日を経過した堆成虫を供試した.

d.チャバネゴキブリ(Germancockroach:βkf･

te〃agel･manicaLinni)

イエバェ幼虫の培地にもちいた失鹸動物用固型飼料

と水とを与えて25oC下で累代 飼育したものの雄成虫

のみを供試した.

3. 実 験 方 法

(1) FAnおよびFBAの接触殺虫性

a.アプラムシ･クワコナカイガラムシ

試験方法は浸班法によった.FAn,FBAはいずれ

も各25部をクレー65部,ポリビニールアルコール5部,

アルキルベンゼンスルホン酸ソーダ5部 と共に乳鉢で

よく氾合磨砕して25%の水和剤に調整使用した.市販

出雑用展か剤 (新グラミン)0.03%水浴牧をもちいて

処淀氾庇に稀釈した前記水和剤の懸濁牧 (液温 20oC)

中に,tIも試虫をその寄主ごと30秒間浸流し風乾後25oC
下に放田,アプラムシは24時間後, クワコナカイガラ

ムシは7日後の死虫率を調べた.

b.イエバエ･チャバネゴキブリ

ミクロシt)ンジをもちいた局所処理法によった.エ

ーテル麻酔した供試虫の胸部背面にFAnおよびFBA

のアセトン溶紋を1頭当り0.001mLの割合で滴下した

後,供試虫は餌と共にガラス容群中に収牢 ,25oC下

15?

に放置していずれも処理3日後の死虫率を調べた,

以上の試験はいずれも2-3回繰返えして行ない,村

られた死虫率には Abbottl)の補正を施した後,Fin･

neyB)の方法 によって LC-50あるいは LD150を求め

てそれにより供試化合物の殺虫力を表わした.

(2) 酵素反応

加水分解酵某活性の測定は,FAnを遊質としそれに

昆虫体ホモジネートを一定時間作用させて,加水分解

によって生ずるアニ))ンを定見する方法を採った.良

虫体ホモジネー トは供試虫全体を10mM ト.)ス緩衝
披(pH7.5)と共に100mg/mJの割合でガラス乳鉢中
で十分に磨砕して調製した.韮質には20mM FAn水

浴液を使用した.酵素反応紋の組成は韮質 2mL.100

mM ト.)ス緩衝披 (pH7.5)1.5mt,郎昇…紋0.5mE

とし,25oCで反応せしめた.野菜…阻む剤の試験に際

しては,上述の群素反応紋組成申100mM ト.)ス綬術

紋1.5mlを0.5mlとし,阻害剤の水桁紋をlmlJul1ね

えて全虫は同じ4mJとした.

アニリンの定立法は巾村8)の行 なった N-1-naph.

thylethylenediaminedihydrochloride(NED)をカ

ップt)ング試兆としてもちいるジアゾ化 カップリング

法によった.定立条件も巾村の記述したのと全く同様

に行なった.

(3) クエン酸の苗もrl

F王iAをイエバエに対しては0.8mg/g,チャバネゴ

キプ.)に対しては 1.6mg/gの割合で胸部背面に逸布

した場合,供試虫は24時間後に完全に死亡したのでこ

れをもちいてクエン酸の定立を行なった.試料約1g

を5mtの ト])クロロ酢敢水溶披と共にガラス乳鉢中
で十分磨砕した後,1,800×gで10分間過か分離し,

その上温故2.5mlを分析に供した. クエン轍の泣虫

方法は PucherctaL18)の方法を韮準とし. クエン椴

を酸化およびプロム化してペンタプロモアセトンを柑

る反応条件については HargreaveseLal一) の和郎 こ

畔じ若干の挫作上の改良を加わえた.

4. 英､験 結 果

(1) Monofluoroacetanilides の昆虫に対する接

触殺虫佳

節1表は FAnおよび FBA の殺虫試験の結果を

示したものである.浸損 を行なった昆虫については

LCoo(%),局所処理を行なった昆虫 については LD…

(jLg/g)で供試化合物の殺虫力を表わした.良dlによ

って処理から死虫率調査迄の時間が異なるが.これは

いずれも処理後毎日死虫率を記録して.死山埠王が変起

したと思われる時点の数値を採用したものである.

(2) 昆虫体における monofluoroacetanilidesの

酵率的加水分解.
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Table1. Insecticidalactivityofmonofluoroacetanilides

Insectspecies FCH2C(OF"A:,(∋ FCH2C(OF器 ,(=〉Br

LD50(FL富/g)fortopicalapplicationlI
Housefly
Germancockroach

Comstockmealybug
Mealyplumaphid
Japanesegrainapllid

204
229

LC60(形)fordippingtreatmentl)
0.039

0.002

63
294

0.016
0.002

1).Thetreatedinsectswerekeptat25●C,andthemortalitywasobservedafter24hoursfor
aphid,3daysforhouseflyandcockroach,and7daysformealybugfrom thetreatment.

モモコフキアプラムシ, クワコナカイガラムシ,イエ

バエ.チャバネゴキブリのホモジネートはいずれも益

田としてもちいた FAnを酵素的に加水分解し.反FE;

紋巾にはアニt)ンが検出された.節2表は各ホモジネ

ート小の fluoroacetanilidaseの活性を示したもので

ある.反応淡中に奴初に含まれていたFAnの虫は40

fLmOlであるから,那2卦 こは各測定時間ごとのFAn

加水分解虫と共にそれらの最初のFAn虫に対する百

分率 (加水分解率)もあわせて表示した.さらに本実

験の反応時間内ではこの酵素反応はほぼ零次反応に従

うと考えられたので.酵素活性は反応速度(FLmOl/min)

によって表わした.

(3) 昆虫体におけるクエン酸の苗&'1

節3表はFBA処理によって死亡したイエバエおよ

びチャバネゴキプ.)体内のクエン酸虫の測定結果を示

したもので,測定したクエン慨は昆虫体g当たりの検

出打 (FL富)で表わしてある.FBA処理によって供試昆

虫の体内にクエン酸の苔桃がみられたことは本結果か

らnJ伯 であり.イエバェでは無処理の約2倍,チャバ

ネ3'キプt)では約10恰もの過剰のクエン酸が検出され

た.このことは逆に鵬試虫体内にモノフルオロ酢酸が

存在したことを示すものであり.従って投与 された

FBA が受けた即邦的加水分脈のrTq接的な証明になる

ものと考えられる.

(4) 昆虫の fluoroacetanilidaseの性Tf

a.安定性

まずモモコフキアプラムシ. クワコナカイガラムシ,

イエバェ.チャバネゴキプl)の所要諺;の安江性を調べた.

調坦したホモジネー トは0-5oCの冷放川中に探存し,

一定日数経過後取f)山してそのW;.性を測定し,調粒tEI

Table2. Activityofinsectfluoroacetanilidases

Reactiontime HydrolysedFAnl) Activity
Homogenate

Mealyplumaphid

Comstockmealybug

Housefly

Germancockroach

min. FLmOl･ % 103xFLmOl/min･

10
20
30

10

20
30

10
20
30

10

20
30

0
8
8

8
1
5

1

2
2

1

2
3

3

5
8

1
3
4

L

2
3

1

2
3

4
6
0

4

8
3

8
6

0

7

5
1

7
4
2

4
.
7
1

2
5
8

2
5

8

1
2

1

294

161

1日1

108

1).TheenzymaticreactionmiⅩtureconsistedof2mtof20mM FAn.1.5mLoflOOmM Tris
buffersolution(pH7.5),and0.5mJofhomogenatewhichcontainedl00 mgofwhole
insectbodypermlof10mM Trisbuffersolution (pH7.5). Theenzymaticreaction
wasdoneat25°C.
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Table3.Citricacidaccumulationinthedead

houseflyandcockroachpoisonedwith

monofluoroacetoサbromoanilide(FBA).

Foundcitricacid (FLg/g)2)
Insectspeciesl)

FBA Control

Housefly 456 255
Germancockroach 740 72

1).Allofthetreatedinsectswerekilledwithin
24hoursaftertopicallyappliedwithFBA,

800 〝g/gforhouseflyand1600 〃g/gfor
cockroach.

2).Analysiswasmade24hoursaftertheFBA
treatment.

Table4.Stabilityofinsectfluoroacetanilidases

Daysafter" Enzymatic_〈R…一:〈R Ê aCtivity2)
Homogenate preparationof

homogenatePTxoll/.T)in暮%

Mealyplum aphid 23 2994 103

comstockmealybug 23 1号手 1認

Housefly

Germancockroach

0 111 100

20 3 2

0 108 100

20 5 5

1).Homogenateswereincubatedinarefre･

giratorwithapproximatetemparature
rangebetween5oandOoC.

2).FAnwasusedassubstrate,andcompo･
Sitionofthereaction mixturewasthe

sameasthatinTable2.

後o)活性と比較した.その結果は節4訪…にホす迫りで

ある.

b.阻害剤の影懲

申村ら13)は温血動物の fluoroacetanilidaseに対す

る退桝的阻智剤の検索を行なったが,中でもDipterex

I,.よび triphenylphosphate(TPP)が特に阻害作用

が払いことを報告している.従って昆虫のfluoroacet･

anilidaseに対 してもこれらが同様の阻害を示すかど

うかを検討した.両者の水に対する溶解度の関係から,

本火映中の Dipterexおよび TPPの放高氾皮はそれ

ぞれ IxlOー3M.1×1018M が限皮であり,これ以上

の浪皮については枚討できなかった.和られた結架か

らは50%阻Ef.Jt氾皮は正椎に_33:山することはできなかっ

たのでおおよそのその和朗 を示したのが第5滋であ

る.

5. 考 察

節2表に示すように昆虫体内には温血動物における

160

Table5.Effectsofinhibitorsontheactivity
ofinsectfluoroacetanilidases

Homogenate

Concentration(M)ofinhi･
bitorfor50%inhibitionl)

TPP Dipterex

Mealyplum aphid >10~S

Comstockmealybug lO~6-lol一
Housefly >10-6
Germancockroach >10-6

10-3-loll

>10-3
10~3-10~4

Ca.10~3

Thecompositionoftheenzymaticreaction
mixturewastlleSameaSthatinTable2

exceptthat1.5mlof100mM Trisbuffer

solut)ronwasreplacedbylmi ofinhibitor
solution and 0.5ml of lOOmM Tris
buffersolution.Thereactionwasdoneat
25oC.

と同様明らかに monofluoroacetanilidesをモノフル

オロ酢酸と相当するア二.)ン萩に加水分解する酎弟;が

存在すると考えられる.さらに節3孟臼こ示されたFBA

処理によって死亡した昆虫体に過剰のクエン酸の榊 l't

がみられるという節夫は昆虫体内におけるフルオロク

エン酸の存在を意味しよう.フルオロクエン酸の生体

内合成は fluoroacetyl-CoAの存在を前提 とするもの

であり,従ってそれは昆虫体における monofluoro･

acetanilidesを加水分解してモノフルオロ酢酸を生ず

る機能の存在の去付けになるものである.

このように monoLluoroacetanilidesが申iu作用を

現わすためにはまづ生体内で酢#･的加水分脈を受けて

モノフルオロ酢酸を生ずることが節一段僻であり,こ

の加水分解酵素は溢血動物にも昆虫にも広くTi在する

ことが明らかになった.もし本酵系が出血動物と昆山

とでその性質に何らかの相違が見山されれば退bl-Jは性
の見地から粥味深いと考えられるので, これらの甜菜

の性質の比校を試みた.まず活性を比校してみると,

中村ら11)はラッテ肝臓のfluoroacetanilidase活性を測

定しているが,それを本文鹸条件における他に政界し

てみるとおおよそ114×103iLMol/minに 相当すると考

えられ,節2卦 こ示したイエバェ,チャバネゴキプ')

の酎菜の活性と大差ない.しかしながら温血動物では

本甜菜は主として肝臓に分布しておりり 0).本実験では

昆虫はその全体を磨砕してホモジネートを調糾したこ

とを考慮すれば,昆虫体における本酵素の活性は非7l'亨
に近いと云えそうである.またその活性には昆山棚r.'IJ

でも差の認められる幌向があり,節2-Jiではモモコフ

キアプラムシにおける活性はイエバエ,チャバネゴキ

ブリの約3倍,クワコナカイガラムシの約2Lt子である.

これは昆虫種間の monofluoroacetanilidesに対する

感受性の差の原因になるものかも知れない. この批定
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1
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′

は本実験結果の限りでは矛盾するところがなく,今後

の研究課題として粥昧ある問題と思われる.

次に節3裂によって木酢系の安定性をみてみるとい

ずれも20日後にはその活･睦は著滅している.巾村9) に

よればマウス肝臓の木酢茄は本実験と同一条件下に保

存された場合13口後でも66%の活性があるが,モモコ

フキアプラムシでは7口後で斑に40,%に低下していた

ll).これらのことから兄山の木酢訪壬は溢血動物のそれ

に比較してかなり不'R起なものかも知れない.

温血動物の本即諾‡に対する退机的阻at剤であるとこ

ろの Dipterexおよび TPPの昆虫の木酢累に対する

阻害作用は節5表に示すとおりである.中村ら13)によ

れば本実験と同一条件では,ニワト.)肝臓中の本酵素

に対する Dipterexおよび TPPの50,00'阻告渋皮はそ

れぞれ2.5×10ーSM,1.4×10~8Mであって.昆虫の本

酢邦のこれら阻告剤に対する感受性は非7;'fに小さいと

いわなくてはならない.中村ら川は TPP等の逃州(1

Mltif剤が氾血動物の場合は FBAに対し寺!3位低滅効果

を示すにもかかわらず,FBAの殺虫効力にはほとん

ど膨轡をおよぽさないことを示したが, これは上記の

結果からもうなずけることである.

以上のべたことから,fluoroacetanilidaseの牲矧 ま

温血動物と昆虫とではかなり只なると考えられ,殊に

選択的阻害剤である TPP等に対する感受性の著るし

い差異は選択Fij性の概点から非脚 こ興味深いといえる.

6. 摘 要

Monofluoroacetanilidesは温血動物体中では酎素

的にモノフルオロ酢酸と相当するアこ.)ン獄に加水分

解され.生じたモノフルオロ酢髄が中指の原因になる

ことが知られている.Monofluoroacetanilidesが殺

虫作用を有する所から,昆虫体における幣束的加水分

解の有鰯を検討したところ非脚 こ高い活性が見出され,,

また monofluoroaceto-♪-bromoanilideを処理した

昆虫体には明らかにクエン慨の苗柄が認められた.即

ち昆虫における monofluoroacetanilidesの毒性発現

機構は温血動物の場合と同校と考えることができる.

しかし昆虫の加水分解酎京は温血動物のそれとは異

なった性質を有する幌向がみられやや不安定な酎苅で

かつ Dipterex,TPP等の阻臼剤の彫皆を受けにくい

ことがわかった.これはモノフルオロ酢弛誘村肘 flに

も温血動物,昆虫間に選択苗性を-ll-する化合物のTJ7E

する可能性を示唆するものとしてRl味深い.
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SummAry

Monofluoroacetanilidesareknownasinsecti-

cides,especiallyeffectivetohemipterousinsects

andmites. Ithasrecentlybeenknown that

theyarehydrolyzed by an enzymein warm

blooded animals, yielding the corresponding

anilinesandmonofluoroaceticacid,whichcauses

thepoisoningofmonofluoroacetanilides. Their

enzymatichydrolysisininsectswasstudiedin

ordertoascertainthemodeoftheinsecticidal

actionofmonofluoroacetanilides.

Monofluoroacetanilidewasstronglyhydrolyzed

byhomogenatesofthemealyplumaphid(flyaLo･

L)ECTuSarundfnL'S).Comstock mealybug(Pseudo･

coccuscomsLockJ'),germanCOCkroach(Btattclta

germanl'ca),and house fly (Musca domcstica

vl'cl'120),andtheexcessivecitrateaccumulation

wasobservedinthecockroachandthehousefly

poisonedwith monofluoroaceto-p-bromoanilide.

Theseledtotheconclusionthatthemechanism

ofmonofluoroacetanilidespoISOningtotheinsects

isfundamentally thesameasthatofwarm
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bloodedanimals. knowntobespecificinhibitorsoftheenzymein

However,thehydrolyzingenzyme(fluoroacet･ warm blooded animals. This suggests some

anilidase)ofinsecthasfairlydifferentproperties compoundswiththeselectivetoxicitytoinsects

compared with thatofwarm bloodedanimal. may be found among monofluoroacetic acid

Theinsectenzymesarenotsoreadilyinhibited derivatives.

byDipterex and triphenylpbosphatewhichare

OntheUtiliヱ&tionofConStituemt80fPepperaSanInsecticideandPyrethrinsorAllethrin

SynergiSt. StudiesonSynergistforInsecticides.XXIV. HiromichiMATSUBARA and Ryuji

T̂ NJMURA (DepartmentofAgriculturalChemistry.FacultyofAgriculture,GifuUniversity)
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24.胡轍成分の殺虫剤ならびに ピレ トリン,ア レス lJン共 力剤としての利用について Jn兆
の共)J剤に関する研先 (節24軸)松原弘道 ･谷村ITu児 (岐阜大学E3学部堤芸化学教室)41.10.26受理

イエバエ成虫およびアカイエカ幼虫に対する致死効米によって胡椴から分離したpiperine,chavi･

cineおよび Oleoresinの-お力およびそれらのピレスロイドに対する共力効米を研究した. 3成分111

剤はいずれもilld一見山に対してある程度のi13性を示し, またピレト[)ンおよび アレス.)ンに対しても

piperonylbutoxideに近い火力効火を有することから, 胡椴の成分は殺虫剤ならびにピレスロイド

共力剤として利用可能であることを朋らかにした.

ブラジルにiJ･いて邦人によって経営されている香辛

料工文で副生する低がl位のlUj似エキスあるいは pipe.

rineの結晶は.その色湘あるいは辛味牲その他の原

IAlから食料品としては利用が囚封巨で,その適当な利用

挫三g)閃光が公望されている.

fUJ似Pl'♪eTnigrumL.の中にはpiperine,chavicine

および piperettineo)ような methylenedioxyphenyl

兆を什 )̀る化合物が合イJされていることが知られてい

ら. こ0)うち piperineについては HarvilleLal.1)

が ピレトl)ンのlfJJ剤として研光し.それがピレト.)

ンに対して陵れたJIi･)j効米を示し, また Peet･Grady

弘…ではそれがイエバエに対しピレトリンよりも大きい

Ll!1位をボナと報Llii･した.さらに肋椴の節2成分として

Spring〟 〟 .2)によって新しく分離されたpiperettine

については GersdorffetaL.3)がイエバェを用いてピ

レ トリンおよびアレスI)ンに対 する共力効米を turn

table法で研先し, それがピレトリンに対しては柘め

てJ':Jい八ノJ効米をホすが, アレス.)ンに対してはその

八･ノJIAtが柚めて低いことを.7bB!め, また111剤はイエバエ

に対してノックダウンならびに致死効米をホさないと

述べている./Jl椴の辛味成分であるchaviCineまた辛

味エキスである Oleoresinのピレスロイドに対する火

力効果については紐Lliiがなく,さらにHarvilletat.I)

のいう piperineがイエバエに対しピレ トリン以上の

招力を有するという榔 !汀もJIri検討が必要と思われるの

で,;yJ:者らはこれらの点をILuらかにし, これらllJ日収成

分を朝出剤ならびにピレスロイド共力剤として利用可

162

碓であるか石かを検討するため, イエバェ成虫ならび

にアカイエカ幼虫を供試昆虫として piperine,chavi･

cineI.･よび oleoresin iti剤の弓は力ならびにそれらの

ピレトリンおよびアレス.)ンに対する共力効凪さら

にそれらと市肋 の piperonylbutoxideならびにsa-

froxanのような共力剤 との比校研兜を才jない粁 卜の

知見を才EJたのでここに拙LIEi･する.

実 験

I.火映材料および方法

1.鵬試水剤:除虫菊ェキスはピレトリンーⅠ7.38,'Jo,

ピレトリンーⅠⅠ7.74,%,全 ピレト.)ン15.12,00'o)了け胤rll-l,
アレスリンは住友化学出の90,00'品,piperonylbuto-

xide(以下 pip.but.と略記),safroxanは八に85%
品,piperineは mp127.5-128.59で純度99%以上

のもの,chavicine は 38.4,%晶,Oleoresin はiAl糊

椴から抽出した piperine+chavicine53.4% (cha･

vicineの合出は piperineのhi)の工業%L品で,いず

れも摘砂香料工業枕式会社の三組Vlである.なお cha･

vicineおよび Oleoresinを配剤する場合は原体中の

純成分出で滋示した.

2.tJ∈試昆虫 :イエバエ MuscadomesticavJ'cJ'1Ja

Macq.の成虫は苅6敵｡に記戚したと同位の高槻系U)

イエバエで,羽化後4-5日のものである.アカイエカ

Culexpi〆enspallensCoqui.の幼虫は那llW )に.!d

'lRしたとrfJ]様のもので,採火した卵塊 を水仙 日で肺化

せしめ,薬用僻母を卯として飼fl-した終令山である.

d


